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作型によるイチゴ「ダナー」の生育の時期別推移について

加藤　昭・赤木　博

　　1　緒　　言

　最近のイチゴ栽培では，作型の分化がいちぢ

るしく進み，生産の増加に重要な役割を果して

いる．本県でも品質のすぐれたダナーを用いて，

高冷地利用，株冷蔵，半促成ハウスならびに露

地栽培とに分化し，1月から6月までの長期生

産が行なわれている・このよラな作型の分化に

つれて，各作型の作柄を安定させるためには，

それぞれの作型における基本的な生育生理の把

握が必要であることはいうまでもない．しかし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1～4）
これらについての研究は，すでに数種の研究

があるが，いずれも露地栽培についてであり，

最近開発された作型については全く報告されて

いない．

　そこで，全国的にも作型分化のすすんでいる

本県で，露地栽培における既往の成績を確認す

るとともに，本県の代表的作型について検討し

たところ，所期の結果をえたので報告する．

　本試験の実施にあたっては，当該期問に当分

場で研修された，岐阜県農業改良普及所　川島

幹雄・高田義雄，高木　章，中屋助十郎，三輪

郁雄，長谷川　豊，広島県経済連　坂本一馬氏

らの御協力に負うところが大であった．ここに

深く謝意を表する次第である．

　Ⅱ　試験方法

　品種はダナーを用い，1970と1971年に佐野分

場内の火山灰を含む沖積土壌の畑で行なった．

　供試した作型は，露地，半促成ハウス，半促

成株冷蔵，半促成高冷地利用栽培（以下それぞ

れハウス，株冷蔵，高冷地と略記する）である．

しかし，1970年に行なった露地栽培は，乾燥な

どにより正常な生育がえられなかったので中止

し，翌年改めて実施した．その際，定植操作の

影響を知るため，無移植区（採苗後直接定植）

と慣行区（育苗後10月20日定植）を設けた．

耕種の概要は第1表のとおりである．

　以上のほか，栽植密度は育苗床（高冷地を含

む）ではいずれも20×20cm6条植，本ぽでは露

地で150×30cm　i条植，他の作型では30x30cm

5条植とした．施肥は育苗床では堆肥のほかa

当りN成分10kg，本ぽでは露地とハウスで20，

株冷蔵と高冷地でto㎏を燐硝安加里で施した．

肥料と堆肥は植床全面に，露地では30cm幅に散

第1表　耕種概要
試験
年次 作　　　型　　採苗　　定植　　保温　　　　 備　　　　　　　　　　　　　　　　考

1971
露地(無移植)

露地（慣 行）

月日
8.23

8.23

月日

10.20

月日
4月13日敷わら

　　 〃　　　

1970

ハ　ウ　ス　区

株冷蔵区
高冷地区

8.20

8.20

7.11

10.16

12.15

11.25

1.14

12.15

11.25

定植時の苗は葉数4.8枚、全重20ｇ。ハウス無加温。

冷蔵時の苗は葉数7.3枚、全重53ｇ。冷蔵期間は11月15日～
12月15日、0℃、ハウス無加温。
山上げ時の苗は葉数5.0枚、全重20ｇ。標高1200ｍに8月20
日山上げ、11月25日山上げ。ハウス無加温。
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布後耕紙1した．被覆栽培での温度管珪は県の基

準によった．

　調査は各作型について，9月から約1か月毎

に5月まで行なった．地上部の調査は5～6株

堀り上げたうち平均的な株について茎葉重と各

複葉の幅と長さを測定し，幅X長を葉面積とし

て算出した．根の垂直分布は1条に植えられた

5～6株の両側15cmの表面積を10c皿毎に根のな

くなるまで堀り下げ，根を選別採集して行なっ

た．

　皿試験結果
　1．露地栽培の場合

茎葉重の時期別推移（第1図）は，両区とも

9月から漸増してl　l月に最高に達し，その後次

第に減少したが，3月から再び急激に増加し，

5月には極めて旺盛となった．しかし，慣行区

では12月から2月にかけていちざるしく減少し，

また常に無移植区より少なかった．葉面積は茎1

葉重とほぼ同様の経過であったが，9月～H月

と4月～5月には茎葉重に比べていちぢるしく
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増加した．根重は両区とも9月から12月にかけ

て漸増し，12月～1月に最高に達した．その後殆

んど増加しなかった．しかし，慣行区では1月

以降無移植区より明らかに少なくなり，3月か

ら再び増加して5月には無移植区との差がなく

なった．その結果，茎葉と根を合計した全体重

は茎葉重とほぼ同じ傾向であったが，最高に達

した時期は茎葉より1か月おそい12月であった．

　根の垂直分布の推移（第2表）は，無移植区

では9月に深さ30c皿に分布し，時期が進むにつ

れて次第に深くなり，5月には80cmに達した．

これらの根重は0～1（ぬ皿に最も多く分布してい

たが，2月以降は次第にロOc皿以上の深さにも多

くなった．この傾向は慣行区でも同様であった
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第1図　露地栽培における生育の時期別推移
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第2図　半促成の作型別生育の時期別推移
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が，常に無移植区より浅く，0～10cm層の割合　　　　推移（第2図）は，9月から1月までは露地の

が90％以上を占める時期が多かった．　　　　　　　　場合とほぼ同じであったが，2月から5月にか

　2．半促成栽培の場合　　　　　　　　　　　　　　げては茎葉重と全体重は急激に増加し，5月に

　ハウス区では，茎葉重，根重および全体重の　　　　は露地同様に旺盛な生育であった．葉面積も露

　第2表　、露地栽培における時期別根群の垂直分布（9／株）

、調査 深 さ

処 理
月　日 0＾’1腺 （％） 10’》20 20～50 5〔ト砥0 40・》50 50＾’60 60～70 70＾’80・、 計

9　20 2．8 （84。8） 0．4 0．1 ム5

10・2P 5．0 （75．8） 1．4 0．2 6．6

無 11．　5 8．2 （6駐4） 2．7 0．8 0．1 11．8

19 15．2 （71．7） 5．9 1．1 0．2
ノ

18．4

移 12．20 194 （74．9） 5．0 1．4 0．1 t 25．9

1．20 20．8 （65．4） 8．9 1．9 0．2 t 51．8
植 2．20 191 で61．4） 8．4 ．2．8 0．7 0．1 t 51．1

5．22 1Z7 （58．7） Z4 義6 1．1 0．5 t 50．1

区 4．19 20．5 （62．2） 6．2 義5 1．5 0．8 0．2 0．1 52．6

5．22 15．6 （5U） 6．2 ム6 2．5 1．5 0．8・ 0．5 t 50．5

11．　5 10．0 （100．0） 10．0

慣 19 18．6 （98．9） 0．2 18．8

12．20 2こ5 （91．0） 2．0 0．5 25．6

行 1．20 25．6 （
，

91．1） 2．2 0．2 t 25．9

2．20 21．5 （95．8） 1．5 0．1 22．7

区 5．22 25．4 （91．7） 1．9 0．2 2瓢5

4．19 25．8 （71．5） 6．0 2．5 0．9 0．5 t 55．5

5．22 22．4 （595） 6．5 4．0 乙．0 1．6 0．4 0．1 t 5Z8

　　注む　tはこん跡程度を示す。　（

地とほぼ同様であった．根重は12月に最高とな

り，その後4月まで増加せず，5月にやや増加

した．

　根の垂直分布（第3表）は全期間を通じて露

地とほぼ同様に経過した．表層（0～10C皿）の

根重も1月までは露地と同じ約90％以上であっ

たが，2月以降その割合が少なくなり，下層へ

の伸長が多くなった．

　株冷蔵区（第2図）では，l　l月までは露地と

ほぼ同様に経過したが，｝2月には茎葉重がいち

ざるしく低下し，それにつれて全体重も減少し

た．その後，2月まで急激に増加したが，3月

から4月にかけてやや停滞し5月に急増した．

最終的にはハウスにつぐ生育であった．、葉面積

も茎葉とほぼ同じく経過した．根重は12月にや

）内は総根重に対する割合（痴）

や減少し，その後2月まで漸増したが，以後5

月まで増加しなかった．

　根の垂直分布（第3表）は，12月に激減した

がその後時期が進むにっれて深くなり，5月に

は70cmに達した．これらの根重は2月まで0～

10cmに約90％以上で表層に多かったが，その後

次第に下層への伸長が多くなった．

　高冷地区（第2図）では，茎葉重はm月まで

急増し，その後12月まで増加せず，2月から5

月にかけて僅かに増加したが，全体重が小さく

わい化状であった．根は9月から10月に僅かに

増加したが，その後5月まで殆んど増加しなか

った．また9月から12月までの根重は，茎葉重

より多かった．その結果，全体重は茎葉重と同

じ推移であった．

一
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第3表　半促成の各作型における時期別根群の垂直分布（9／株）

調査 深 さ

作型
月日 0僧10‘恥 （％）

10好20 20～5050知40 40鯉50 50》60 60～70 70－80 80曜9090～100100410 計

11．18 25．1 （95！［） 1．0 0．1 24．2

ノ、 12．16 292 （95．0） 2．1 0．1 t 51．4

ウ 1．14 24．5（8Z1） 2．7 0．6 0．2 0．1 28．1

ス 2．15 28．4（81．8） 4．7 1．2 0．5 0．1 54．7

区 5．15 25．9（70．2） 6．1『 2．4 1．5 0．7 0．2 0．1 56．9

4．16 25．乙 （65．6） 4．6 ろ．0 2．6 1．4 0．5 0．1 55．5

5．17 22．4 （40．2） 7．6 6．5 6．9 5．4 5．4 1．9 1．0 0．5　　0．2　　0．1 55．7

919 5．7 （74．0） 1．2 0．1 5．0

株 10．15 5．0 （495） ろ．6 1．1 0．5 0．1 10．1

11．16 27．5 （81．5） 5．6 0．5 0．1 t 55．5

冷 12．15 25．5 （10〔し0） 25．5
毛．16 2ZO （98．2） 0．4 0．1 27．5

蔵 2．15 56．6 （88．4） 4．5 0．2 0．1 41．4

5．16 50．1 （85．4） 4．7 1．0 0．2 0．1 56．1

区 4．16 51．0（80．9） 4．0 1．5 1．2 0．5 0．2 0．1 58．5

5．18 58．8（78．8） 5．5 2．0 0．7 0．2 0．1 o．1 492

921 195 （898） 1．8 0．4 t 21．7

幽
10．20 24．8 （705） 6．8 5．1 0．5 0．1 t 55．2

局
“．25 25．1 （6Z5） 6．2 5．9 0．8 0．乙 0．1 0．1 54．2

冷 12．25 56．2（992） 0．5 56．5

1．26 54．4 （95．0） 1．6 0．1 0．1 56．2
地

2．26 26．7（85．9） 乙．5 0．7 o．1 0．1 51．1

区 5．25

4．26

56．6

26．6

（85．5）

（86．1）

4．1

2．7

1．5

1．1

0．6

0．5

0．1

0．2

0．1

0．1 t
t

42．8
乙1．2

5．26 50．9 （78．6） 4．2 2．1 1．5 0．4 0．1 0．1 t 5～し5

調査 深 さ

作型 月　日 0～10　10～20
　㎝

20～50 50～40　　40～50　　50～60 6〔卜’70　70～80 計

露地区 522 2＆4 1．9 0．2 一2敦5

ハウス区 t14 24．5 2．7 0．6 0．2　　　0。1 28．1
保温時

株冷蔵区 12．15 25．5 25．5

高冷地区 11．25 25．1 25．1

露地区 5．22 22．4 55 4．0 ムo　　t6　　　　0。4 0．1　　　　t 5Z8

ハウス区 515 259 6．1 24 t5　　0．7　　　0．2 0．1 乙6』9

収穫時
株冷蔵区 2．15 56．6 4．5 0．2 0．1 4t4

高冷地区 1．26 54．4 1．6 0．1 0．1 56．0

　　注．　tはこん跡程度を示す。

第4表　保温時と収穫時の作型と根群の垂直分布比較（9／株）

注。露地では生育の開始したろ月を保温時として用いた。
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　根の垂直分布（第3表）は9月にすでに40c皿

に達し，Il月には70c皿で他の作型より最も深か

った．しかし，12月には山下げのため20㎝とな

り，その後次第に深くなり5月には80cmとなっ

った．根重1よ12月以降株冷蔵と同様表層の割合

が多かった．

　3．作型別の生育比較

作型別に生育を比較するため，時期別丁一翠

率を示すと第3図のとおりである．露地では10

月にT－R率が最も高く，その後次第に低くな

り2月に最低となったが，再び次第に高くなっ

て5月に最高となった．ハウス区や株冷蔵区で

は露地と同様10月にピークに達したが，その後

次第に低くなり，露地より早くハウス区で1月，

株冷蔵区で12月に最低となった．その後再び高

くなって4月に最高に達した．、しかし，株冷蔵、

区はハウス区よりも低いT4R率であった．高

冷地区では，上記の作型と非常にことなり，10「

月にピークがなく，9月から12月まで一貫して

T－R率が低く，工月から5月にかけて僅かに

高くなった．

　作型別の根の垂直分布を栽培上重要と思われ

る保温開始時と収穫開始時について比較すると

（第4表），保温開始時に露地やハウス区では

30～50c皿に分布し根重もやや多かったが，株冷

蔵区や高冷地区では10C皿だけで浅く，根量も少

なかった．収穫開始時に露地やハウス区は70～

80c皿まで達しているのに，株冷蔵区や高冷地区

では40c皿と浅かった．しかし，総根重は3◎0～

41．4gで大差なかった．
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　w　考　　察
　イチゴの最も基本的生育習性は，作型からみ

ると露地栽培の生育習性におきかえることがで

きる．そこで露地における生育の時期別推移を

要約すると，自然の気温や日長などの気象条件

と一致して変化した．すなわち，株全体として

の生育は秋の9月から急激に増加して12月にピ

ークとなり，冬には増減がなく，春の3月から

再び急増して最高に達した．これに対し，茎葉

の生育は秋に旺盛となり，そのピークは株全体

がピークになる12月より1か月早い1．1月で，冬

には次第に減少して春になると再び旺盛となっ

た．根の生育も秋には茎葉に比べて少しずつ増

加し，葉の枯死する1月にピークに達したが，

以後春の5月まで明らかな増加がみとめられな

かった．秋における生育のピークが殊全体と茎

葉とで一致しなかったのは，このような根の発

育時期のちがいによるものと思われる．以上の
　　　　　ラ
結果は小林　の報告と全く一致したが，春にお

　　　　　　　　　　　　　　　　β）
ける生育の増加がみられなかったLongら　の

結果とは一致しなかっ禿．また根の発育推移は，
　　　4）　　　　　　　　　　　　　　　、1）
Man皿ら　の報告と一致し，川口ら　が根部の

一一
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一
大
部 分が年内に形成される）と報じたことともほ

ぽ二致した．

　作型による時期別生育の差異は，ハウス区と

株冷蔵区では各保温開始時期が早まるにつれて

茎葉の生育がさかんになったが，それ以外は露

地での生育型とほぼ同様であった．っまり，ゼ

ニル被覆による温度条件の変化が，露地での生

育型をそれぞれ前遷させたζみてさしっかえな

い．しかし，高冷地栽培では他の作型にみられ

’た明らかなS字曲線を示さず，極端になだらか

なS字曲線となった．これはこの作型では，す

でに育苗された状態で山上げされ，9月～H月

の高冷地の気温が平地より低いため，生育がか

んまんとなったこど，さらに山下げ後他の作型

より早く保温され，開花結実が早くなったので，

保温前の不充分な低温量（5℃以下588時間で

あった）とともに，着果負担など相乗的原因に

よって生育が抑制されたためと思われる．

　また，根の時期別発育は，本試験の調査方法

で全体の根量を論ずることは疹ずしも適当と思

われないが，株冷蔵や高冷地栽培での定植によ

る断根の影響を除外すれば，ほぼ露地での生育

型と同様であり，その大部分が年内に形成され

るとみてさしっかえないと思われる．

一⊥

V　摘　　　要

　ダナーの作型分化にともなう生育の時期別推

移を明らかにするため，露地，ハウス，株冷蔵

高冷地などの栽培にっいて検討した．

　1．露地栽培では，生育は秋にさかんになり，

越冬期には停止し，春に再び旺盛となる明らか

なS字曲線を示した．

　2．ハウス，株冷蔵栽培での生育型は，露地

の生育型が時期的に前進したものであった．

　3．高冷地栽培での生育型は，極端になだら

かなS字曲線を示した．

　4．根の発育は晩秋に増加して，ほぼ年内に

大部分が形成された．この傾向は他の作型でも

ほぼ同様であった．
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作型によるイチゴrダナー」の生育の時期別推移について
加藤　昭・赤木　博
　　1　緒　　言
　最近のイチゴ栽培では，作型の分化がいちぢ
るしく進み，生産の増加に重要な役割を果して
いる．本県でも品質のすぐれたダナーを用いて，
高冷地利用，株冷蔵，半促成ハウスならびに露
地栽培とに分化し，ロ月から6月までの長期生
産が行なわれている・このよラな作型の分化に
つれて，各作型の作柄を安定させるためには，
それぞれの作型における基本的な生育生理の把
握が必要であることはいうまでもない．しかし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユヘ　　
これらについての研究は，すでに数種の研究
があるが，いずれも露地栽培についてであり，
最近開発された作型については全く報告されて
いない．
　そこで，全国的にも作型分化のすすんでいる
本県で，露地栽培における既往の成績を確認す
るとともに，本県の代表的作型について検討し
たところ，所期の結果をえたので報告する．
　本試験の実施にあたっては，当該期問に当分
場で研修された，岐阜県農業改良普及所　川島
幹雄・高田義雄，高木　章，中屋助十郎，三輪
郁雄，長谷川　豊，広島県経済連　坂本一馬氏
らの御協力に負うところが大であった．ここに
深く謝意を表する次第である．
　H　試験方法
　品種はダナーを用い，1970と1971年に佐野分
場内の火山灰を含む沖積土壌の畑で行なった．
　供試した作型は，露地，半促成ハウス，半促
成株冷蔵，半促成高冷地利用栽培（以下それぞ
れハウス，株冷蔵，高冷地と略記する）である．
しかし，1970年に行なった露地栽培は，乾燥な
どにより正常な生育がえられなかったので中止
し，翌年改めて実施した．その際，定植操作の
影響を知るため，無移植区（採苗後直接定植）
と慣行区（育苗後10月20日定植）を設けた．
耕種の概要は第1表のとおりである．
　以上のほか，栽植密度は育苗床（高冷地を含
む）ではいずれも20×20cm6条植，本ぽでは露
地で150×30cm　i条植，他の作型では30x30c皿
5条植とした．施肥は育苗床では堆肥のほかa
当りN成分ゆkg，本ぽでは露地とハウスでao，
株冷蔵と高冷地でto�sを燐硝安加里で施した．
肥料と堆肥は植床全面に，露地では30cm幅に散
第1表　耕種概要
試験
年次
作　　　型
採苗
定植
保温
備　　　　　　　　　　　　　　　　考
1971
露地（無移植）
露地（慣行）
　　日
．25
8．25
月　日
　一
10．20
月　日
一一
4月15日敷わら
　　〃
1970
ハ　ウ　ス　区
株冷蔵区
高　冷地区
8．20
8．20
z　11
10．16
12．15
11．25
1．14
1215
11．25
定植時の苗は葉数4．8枚、全重209。ハウス無加温。
冷蔵時の苗は葉数Z5枚、全重559。冷蔵期間は11月15日〜
12月15日，0℃，ハウス無加温。
山上げ時の苗は葉数5．0枚、全重209。標高1200勉に8月20
日山上げ｛11月25日山下げ。ハウス無加温。
一
�



